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Ceftezoleの 臨床 使用経験

森 田 繁 二

豊橋市立桜ケ岡病院内科

Ceftezole (CTZ)は,Cefazolin (CEZ)の 類縁化合物

の1っ と して 合成 された新 しい抗生物質で あ る。CEZi)

と同様に毒性 はきわめて少な く,そ の抗菌 スペ ク トラム

も類似 し,各 種 細菌に対 し殺菌 的に作用す る と言 われて

い る2)3)。

今回,本 剤 を内科的感染症 に使 用 し若干 の知 見を得た

のでその成績 を報 告す る。

対 象

1. 試 験実施期間

昭和50年3月 か ら同年9月 まで の7カ 月間に 当院 内

科に入院 した患者を対象 とした。

2. 患者

急性肺 炎6例,急 性気管支 炎1例,急 性 胆嚢炎2例,

急性腎孟 炎2例 の計11例 であ る。

3. 性別 お よび年令

男2例,女9例 で,年 令は21才 か ら74才 に およぶ。

4. 起因菌

起因菌はStaph. ascreess5例, Ecoli 3例 で,い

ず れ もCEZ,CER,CETお よびABPCのdiscに

よる感受性 は(帯)で あ った 。

他 の3例 は起因菌が検 出で きなか った。病状 が重症で

検体が 採取 出来なか った り,ま た起 因菌 と推定 され うる

菌が検 出されなか ったた めであ る。

投 与 方 法

CTZ 1～29を5%ブ ドウ糖 液500mlに 溶解 し,

約1時 間か けて1日1回 点滴 静注 した。

投与期 間は11～26日 で,そ の間,他 種 の抗生物質は

併用 しなか った。

効 果 判 定 基 準

起因菌 の消長 と自他覚 症状 の改善 の有無 を基 準 として

効果を判定 した。そ して,呼 吸器系感染症 お よび胆道系

感染症に おいては7日 以 内にすべ ての自他覚 症状の著明

な改善 のみ られた ものを著 効,7日 以 内に改善 のみ られ

た ものを有効,み られ なか った ものを無効 と判定 し,尿

路 系感 染症におい ては 同様 に4日 目を 目安 とした。

成 績

1. 臨床効果(Table1)

呼吸器 系感染症は,急 性肺炎6例 および急性 気管支炎

1例 計7例 であ るが,い ずれ も著効 ない し有 効であった。

症例6は 急性 腎炎を合併 していたが,腎 炎 も経過良好で

あ り,腎 機 能その他に本剤 の悪影響 は認 め ら れ な か っ

た。

次 に,著 効例1例 につい て症例報 告をす る。

症 例3　 52才 女 体重52kg(Fig.1)

来 院10日 前 より39。C前 後の高熱,咳 徽,喀 疾 があ り,

近 医にて 治療 を うけていたが好転せず 当科に来院 した。

左下肺野 に ラ音を聴取,胸 部 レ線 で左下肺 野に均等な濃

さの異常陰影 を認め,急 性肺炎 の診断 の もとに入院させ

た。入院時,体 温39。C,末 梢 血液検査にて,白 血 球数

9,900,赤 沈85mm,CRP(4+)喀 疾検 査でStaph.

aureasを 検出 した。 本 剤29を 点滴静注 した ところ第

4病 日よ り咳 廠,喀 疾は著明 に減少 しは じめ以後 急速に

消失 した。体温 も第3病 日よ り下降 しは じめ第6病 日に

は平熱 とな った。 胸部 レ線所見で は,第7病 日に異 常陰

影 やや縮小,第16病 日に は全 く消失 した。末梢血 液検査

の白血球数,赤 沈 もよ り順調に改善 した。 また喀疾 中の

Slaph. aureusも 消失 した。 な お,使 用後 における諸

臨床検査 はTable2,3に 示 した ように,と くに異 常は

み られな かった。

胆道系感染症 は急性 胆嚢炎2例 で,い ずれ も胆石症を

合併 していたが と もに有効であ った。

両例 とも後 日手術 を施 行 し経過良好であ った。

尿路系感染症 は急性 腎孟炎2例 で,本 剤 の19投 与に

よ り著効がみ られ治癒 した。

著効例につい て症例報 告をす る。

症 例11　 47才 女 体 重48kg(Fig.2)

来院1週 間前 か ら悪寒 を伴 う発熱38～39℃,腰 痛 あ

り近医にて治療 を うくも好転せず,当 科 に来院 した。 検

尿によ り尿蛋 白(+),沈 澄に 白血球多数,中 間尿 か ら

E.coli.が 検 出された。入 院時体温38.6℃,末 棺血液 検
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査 にて 白血球数8500,赤 沈1時 間値75mm, CRP (3+)

であった。本剤19を 点 滴静注 した ところ,翌 日よ り解

熱 し始め第1病 日には平熱 となった。尿蛋白 も第1病 日

に は陰性,沈 渣 での白血 球 も20～25コ/1視 野 と著減,

腰痛 も軽快 し食欲 も増 進 して来た。第7病 日の中間尿 よ

りE. coliが 少数検 出されたが,第20病 日には菌陰性 で

あ った 。また,末 梢血 白血球数,赤 沈 も順 調に改善 され,

使用後 におけ る諸検査 も,Table2, Table3に 示 した

よ うに とくに異常 もみ られず経レ過良好 であった。

2. 臨床検査(Table2, Table3)

表に示 した よ うに,末 梢血液像,肝 機 能,腎 機能 など

は本剤 の使用 によ りとくに悪影響は み られなか った。

症例9に おい て本剤 使用前にGOT, GPT, Al-Pが

それ ぞれ異常高値 を示 していた。 これ は胆 石に よる閉塞

のた めと推定 され るが,本 剤 使用に よ り障害 が さらに増

強 され る ことな く症状 の軽快 に ともな ってほぼ正 常値に

復 した。

3. 副作用

発 疹な どのア レルギー症状,悪 心,腹 痛,下 痢 のよ う

な消化管障害 な ど,本 剤に よる副作 用 と思われ る ものは

全例 に認め られ なか った。

結 語

内科 的感染症11例 に本剤1～29を 点 滴静注 し 臨 床

効果 を観 察 した結果,全 例 に著効な い し有 効がみ られた。

末 梢血液検査,肝 機能,腎 機能に対す る本剤投与 の悪

影響 はみ られなか った 。また,特 記すべ き副作用 も認め

られず安 全性の高い抗生物 質 と思われ る。
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Fig. 1 Clinical course of case No. 3 S. K. 52 F. Acute pneumonia

Fig. 2 Clinical course of case No. 11 Y. Y. 47 F. 

Acute pyelitis
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Table 3 Laboratory investigatioti (Blood chemistry)

CLINICAL STUDIES ON CEFTEZOLE 

SHIGEJI MORITA 

Department of Internal Medicine, Toyohashi Municipal Sakuragaoka Hospital 

Eleven in-patients with acute respiratory tract infection (7 cases), acute cholecystitis (2 cases) and acute 
pyelitis (2 cases) received the treatment of ceftezole (CTZ). Doses of 1 or 2.g were dissolved in 500 ml of 5% 
glucose solution and administered Intravenously ever one hour period once daily for 11 -- 26 days. 

The results obtained were "Excellent" In 5 and "Good" in 6 cases. 
No side effect was observed with CTZ throughout all the cases.


